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として活躍している。

[ E事業体］

第二は 「E事業体」である。 K町なども出資を行っている第三セクタ ーのE事業体は，

町内の温泉宿泊施設 「 冠荘」や， そば打ち体験施設と食堂を併設 した 「 F道場」， 木工品

の製作および体験を手がける 「 K工房」の ほ か 「 S キャンプ場」， 「 レストラン S」軽食

喫茶 「 Mハウス」 など多様な施設の管理運営を行っている。 この うち， そば打ち体験を行

う 「 F道場」は， 地元の転作田で栽培されたそば粉を利用し， 本格的なそば打ち名人をも

養成する体験施設である。 農業体験の繁忙期や多人数のそば打ち体験客については， D事

業体との連携も ある程度取られている。

また， 「 K工房」は多彩な木工製品の製造販売が中心であり， 現在， 体験メニュ ーには

それほど力を入れていない。 特に工作機械を扱う危険な作業工 程は， 安全管理上体験には

一切含め ていない。 エ作機械であらかじめ作られた部品を組み立て る体験メニュ ーが主体

となっている。 木工 体験施設が完成したのは1998年である。

[ F事業体］
第三の流れは， 農業集落が中心となって設立運営を行っている 「 F事 業体」である。 こ

の施設の管理運営は， 〇集落に居住する全戸が共同出資を行って設立した任意組織 「 B川

流域活性化組合」が主体となって 行っているのが特徴である。 0集落は， B川という渓流

沿いの 山間部に位置し， 農家及び農家林家22戸（設立当時は24戸）からな り， こ うした

施設が出来る以前からB川の川掃除や山林作業なとを集落共同で行っていた。 0集落を含
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